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TARA セミナー 

講師氏名： 松永 幸子 

所  属： Princess Margaret Cancer Centre, University Health Network, Toronto 

・Postdoctoral Fellow

演 題： 新規 MHC 二量体ハイスループット解析システムの構築 

日  時： 令和３年１０月４日（月） 14:00～15:00 

場  所： TARA センターA 棟２階 セミナー室 

講師氏名： 小坂元 陽奈 

所  属： 筑波大学生存ダイナミクス研究センター・客員研究員 

演  題： 非必須アミノ酸チロシンが司るタンパク質制限に対する適応応答 

日  時： 令和３年１１月１２日（金）16:00～17:00 

場 所： TARA センターA 棟２階 セミナー室 

講師氏名： 高橋 悠太 

所  属： Gene Expression Laboratory, Salk Institute for Biological studies・Staff 

Researcher 

演  題： CpG アイランドにおけるエピジェネティクス制御機構と海外研究生活の紹介 

日  時： 令和３年１１月２５日 （木）10:00～11:25 

場  所： オンラインセミナー室 

講師氏名： 牛木 亜季 

所  属： Department of Bioengineering and Therapeutic Sciences, Institute for 

Human Genetics, University of California San Francisco・Postdoctoral 

Fellow 

演  題： 「エンハンサーを介した転写制御研究」と「海外研究生活の紹介」 

日  時： 令和３年１１月２６日（金） 10:00～11:25 

場  所： オンラインセミナー室 
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国際シンポジウム

筑波大学・生存ダイナミクス研究センター（TARA)では、３月３～４日の２日間にわたり、国際シン

ポジウム「TARA International Virtual Symposium 2022 “Toward Understanding of the Mechanisms 

of Development, Metabolism, Aging, and Diseases using Drosophila and C.elegans: Outstanding’

researches in East Asia and Oceania”」をオンライン形式で開催しました。 

このシンポジウムでは、センターの生理遺伝学プロジェクトの丹羽隆介教授を主宰者として、発

生・代謝・老化・疾患関連分野を対象とし、特にショウジョウバエ・線虫をモデル生物として利用して

いる最先端の研究者を招聘しました。シンポジウムの参加登録者数は講演者を含め総勢２６７名で、

オンライン形式の開催ではありましたが、発表の合間には、具体的な実験技術や条件等に関する

率直な意見交換も自由に行われ、予定時間を超えて活発な議論と情報交換が行われました。 

日時：令和４年３月３日（木）10:00～17:00 
令和４年３月４日（金）10:00～16:30 

場所：Zoom によるオンライン開催 
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国際シンポジウムポスター 

TARA ANNUAL REPORT 2018 
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クライオ電子顕微鏡オープニングセレモニー

2021 年 12 月に生存ダイナミクス研究センター（岩崎プロジェクト）へクライオ電子顕微鏡 300kV と 200kV

の２台の設置が完了し、2022 年 3 月 16 日（水）13 時から総合研究棟 A 110 にてオープニングセレモニーを

開催しました。

オープニングセレモニーポスター



2021 年 12 月に設置されたクライオ電子顕微鏡 

200kV 

300kV 



新聞掲載

2021 年 10 月 15 日の日本経済新聞において、クライオ電子顕微鏡導入に関する岩崎憲治教授の

コメントが掲載されました。

日本経済新聞 2021 年 10 月 15 日号掲載。 

記事表中の電子顕微鏡データバンクは、https://www.ebi.ac.uk/emdb/より、 

プロテインデータバンクは、https://www.rcsb.org より出典。 



学会報告

2021 年 11 月 3 日から 5 日の 3 日間にわたり、第 94 回日本生化学会大会が WEB 開催の形式で

行われました。本大会の開催にあたっては、生存ダイナミクス研究センターからは深水昭吉教授が

会頭を務めた他、柳沢裕美教授と岩崎憲治教授が幹事を、石田純治講師と大徳浩照講師が幹事

補佐をそれぞれ担当致しました。また、筑波大学の各系からは、プログラム委員長として谷本啓司

教授（生命環境系）、幹事として入江賢児教授（医学医療系） 、高橋智教授（医学医療系）、臼井

健郎教授（生命環境系）、橋本義輝准教授（生命環境系）が、幹事補佐として加香孝一郎講師（生

命環境系）が参加された他、その他多くの先生方にプログラム委員としてもご参加頂くなど、大学全

体としても全面的な支援を行いました。 

科学新聞 2021年 10月 29日号掲載 
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